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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

製作した「広報だいどう」の誌面
※一部抜粋、個人情報保護の観点から写真に加工してあります

＜成果＞
制作作業風景（DTP）

・地域連携活動のねらい
 地元の広報紙を作成することで利⽤者と地域の繋がりをつくる
・地域にとってのメリット
 地元地域の情報を知ることができる。
・対象者にとってのメリット
 定期的に広報紙を制作することで、レイアウト、デザインの知識が⾼まりスキ
 ルアップに繋がる。

・実施した結果・得られた成果
 地域への情報発信の一翼を担うことができた。

・課題
 担当者が変わっても安定したクオリティの広報紙を制作するために柔軟な対応
 が必要である。

連携先の企業等の意⾒または評価

4年前に1⾊印刷から2⾊印刷に変更をし、⾒栄えが良くなったと地域の⽅からの評判は良い。
制作の校正作業もスムーズにやり取りできている。

連携先企業名 大道地区社会福祉協議会 担当者名 小川

・活動場所 ︓ ワークショップ・⼭⼝
・実施日程 ︓ 2回発⾏ （制作期間 各1ヶ月）
・利⽤者  ︓ 8名
・実施した生産活動
 ワークショップ・⼭⼝で⾏っている印刷事業の中で、大道地区社会福祉協議会
の広報紙（広報だいどう）の作成を⾏った。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ワークショップ・⼭⼝ 事業所番号 3515600462

住 所 ⼭⼝県防府市大字台道10522番地 管理者名 岡本 幸生

電話番号 0835-32-0069 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

様式１


